
港湾向け入退場管理システム



システムフロー図

本システムは、撮影部、認識部、データ管理部の3つのパートから成り立つシステムである。

センサー 車番認識

コンテナNo
認識

コンテナ破損
認識

撮影

車両前部

コンテナ
上面部

コンテナ
右側面部

コンテナ
左側面部

コンテナ
後面部

サーバー

データ管理部

撮影部 認識部



立面図

平面図

撮影部

カメラには、エリアスキャンカメラを使用し、車番認識用カメラと、コンテナ撮影用のカメラの2種類の
カメラを使用します。
車番認識用カメラは、Nシステムに使用されている近赤外線Gig-Eカメラを使用し、近赤外線
LED照射装置と組み合わせる事で、4月から配布が開始される、図柄ナンバープレートにも対応
できるように配慮します。
コンテナ撮影用カメラについては、コンテナ車体の間の上部及び、後部に設置されたカメラで撮影
します。
カメラは画像処理検査用の高精細カメラを使用し、画像処理を行うため、合成等での継ぎ接ぎ
のないコンテナ平面の画像を記録します。
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認識部

認識部では、車番認識、コンテナ破損認識、コンテナNo認識の3種類の認識を行います。

車番認識

車番認識では、警察向けのNシステムで実績の
ある車番認識装置を使用します。
屋外での環境変化に強く、安定した認識率を
誇ります。

コンテナ破損
認識

コンテナ破損認識では、製品や半導体の検査
用で最も実績のある、画像処理ライブラリー
HALCONをベースとした認識システムを構築し
ます。
このライブラリーの得意とする、形状ベースのパ
ターンマッチングを用いることにより、高速かつ正
確に異常判断を行います。

コンテナNo
認識

コンテナNo認識では、最新の文字認識エンジン
を使用し、統一されていないコンテナNoの文字
認識を高精度で行います。
認識は、コンテナ後部の撮影画像を使用します。
認識時にはチェックデジットでの認識確認を併せ
て行います。



データ管理部

データ管理部では、撮影された全ての画像と、認識結果を1台毎に集約して記録します。
また、撮影されたコンテナ周囲画像及び、コンテナ後面部画像については、画像処理による認識
を行うため、全て正面からの正規化された画像に補正して記録します。

正規化処理



機器構成図
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開発スケジュール

準備・検討 システム設計 開発 テスト

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月
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稼動開始


